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地域とともにある学校づくりに向けての提言 

 

 

１．取組の方向性 

○ 学問・スポーツ・文化芸術の素養をバランスよく身に付ける（文・武・

芸の「三道鼎立」）とともに、豊かな徳を兼ね備えた、静岡県の掲げる

「有徳の人」の育成を目指す。 

○ 地域の子どもの教育には地域が一丸となって取り組むという「地域と

ともにある学校づくり」の推進により、教員の多忙化の解消を図ると

ともに、学校を中心に地域の絆を深め、地域全体の教育力の向上につ

なげる。 
 
２．具体的取組 

（１）コミュニティ・スクール導入促進 

○ コミュニティ・スクールの導入を目指す学校・地域を対象として、組

織や運営体制づくりの支援（コミュニティ・スクールディレクター配

置などの人的支援をはじめ、導入から定着への継続的な支援）をする

とともに、学校支援地域本部事業を引き続き推進する。 

 ・ 県や市町からの支援に当たっては、地域・学校種に関わらず、どの

学校においても実施可能であるという環境が整備されることが重要。 

 ・ 一方的に、地域が学校・子どもたちを支援するという関係ではなく、

学校と地域との双方向の関係という視点が必要。 
 
 
（２）文武芸の三道鼎立 

○ 静岡県の部活動を支える地域資源（人・もの・こと）の活用を推進す

る。人材バンクの構築と周知及び、運動・文化・芸術施設等の利用促

進を図る。 

 ・ 部活動の指導が教員の負担となっている面もあることに鑑み、外部

指導者の活用を通し、地域による部活動支援を促進。 

 ・ 文化・芸術分野の人材を含め、人材バンクの活用が有効。その際、

指導者としての資質をどのように測るか、検討が必要。 
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（３）静岡らしさの具体化 

○ 富士山学習・地域防災活動等、静岡という地域固有の題材を中核とし

て、学校・教育委員会と多様な機関・団体との協働による「静岡らし

さ」を発揮した地域とともにある学校づくりを推進する。その際、学

校単位の枠を超えた地域としての取組の在り方を検討する。 

 ・ 各地域において、どのように学校と地域を融合させていくのか、例

えば、学力向上、キャリア教育、地域学の推進などの具体的な方向

性を、学校の枠を超えて打ち出していくことが必要。 

 ・ 地域といっても静岡県は広く、学校の規模や事情が異なっていると

いう視点、また、既に県内各地で地域に根ざした様々な関係団体や

仕組が機能しており、これらをうまく活用するという視点が重要。 
 
（４）関係者の意識啓発 

○ 地域とともにある学校づくり推進のための学校管理職を対象とした

研修を充実させるとともに、学校運営に参画する保護者・地域住民を

対象とした研修等を実施する。 

 ・ スムーズな運営のために、学校運営協議会の委員、学校ボランティ

ア、学校職員等にも研修が必要。また、「地域は学校を応援したい」

という認識を、受け入れる学校側の職員が持つことも重要。 

 ・ 学校内外で双方向の関係を構築するとともに、「地域とともにある

学校づくり」の取組に関わる者が「やりがい」や「達成感」を感じ

られる方法を継続させていくことが必要。 
 
（５）優れた教育実践の情報発信 

○ 各取組の実践の成果・課題を検証するとともに、県内でフォーラムを

開催し、コミュニティ・スクールや学校支援地域本部、また両者の一

体的な取組などの教育実践を積極的に情報発信する。 

 ・ 個々の取組をさらに発展させるためには、開発型の調査の実施や、

学力や生徒指導の様子などにおける具体的な成果・課題の検証が重

要。 

・ 県内の先行地域や県外の先進地域における実践を、子どもたちの成 
長を PRしながら発信していくことが有効。 
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３．今後の検討課題  

 以下の事項については、社会総がかりの教育をさらに推進していくた

め、引き続き検討していくこととする。 

○ 部活指導の地域化の推進に向け、学校単位の枠にこだわらず、地域単

位で動く仕組みをどのように構築していくか。 

○ 子どもたちの潜在的な力を伸ばしていくため、また、問題を抱える子

どもたちを大人たちが協力してサポートしていくため、地域の優れた

人材が子どもたちと接する機会をどのように増やすか。 

○ 優れた外部指導者を確保するため、各指導者の質をどのように保証し

ていくか、また、指導者への謝金はどうあるべきか。 

○ 外部指導者の人材バンクの中の充実のため、年齢や性別、国籍にとら

われず、どのように幅広い協力を得ていくか。特に、豊かな教養や経

験、哲学をもつ定年退職者からどのように協力を得るか。 

○ 大学生の地域貢献を促進するため、こうした活動が単位に位置づけら

れるよう、各大学にどのように働きかけるか。 

○ 学校の授業でも、放課後児童クラブでも一方的に教えられるだけで、

無気力・無関心に陥っている子どもが増えている現状に鑑み、行き場

のない子どもたちの居場所をどのようにつくっていくか。 

  

 

 

平成 27年 3月 16 日     

「地域とともにある学校づくり」検討委員会 
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本県が実施している外部人材を活用した取組 

 
１ 概要 

  「静岡県教育振興基本計画『有徳の人』づくりアクションプラン第２期計画」

の取組状況のアンケート結果（H27.3 実施）では、教育活動支援（部活動を含む。）

のため、外部人材を活用したと回答した小学校は 99.7％、中学校は 98.3％、高等

学校は 97.3％、特別支援学校は 100％で、積極的に外部人材を受け入れている。 

 

２ 外部人材を活用した取組（教育委員会事務局） 

（１）県としての主な取組 

事業名 事業概要 H26 実績

教職員研修におい

て講義等が可能な

大学教員等の一覧 

県・市町教育委員会主催の教職員研修や小・中・

高・特別支援学校の校内研修、保護者や地域向け

の研修において、講師を依頼する際の参考にする

ため、講義等が可能な大学教員等の情報を一覧に

し、各学校へ配布するとともに、県教育委員会の

ホームページへ掲載 

県立学校

及び小中

学校、市

町教育委

員会へ配

布 

実学推進フロンテ

ィア事業 

大学等と連携して高度な知識・技能を見に付け社

会の第一線で活躍できる人材を育成 

○スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール 

   焼津水産高校 

○高校教育民間活力導入推進事業 

特別教諭の配置：沼津工業高校、浜松城北工業

高校 

93,410

千円

次代を担う人材育

成事業 

大学等と連携して、社会、自然科学等の各分野で

の研修・体験活動を通し時代を担う人材を育成 

○日本の次世代ﾘｰﾀﾞｰ養成塾への高校生派遣 10 人 

○「地域学」推進事業  ｼﾞｵﾊﾟｰｸ、富士山など 

○サイエンススクール：理数科設置校８校 

○キャリア教育の推進 

高校生ひらめき・つなげるプロジェクト 

14,043

千円

高校生アカデミッ

クチャレンジ（高大

連携推進）事業 

理数科や職業系専門学科等を設置する高校と大学

が連携し、専門分野で卓越した資質を有する生徒

を発掘、能力を伸張(理数系、産業系(農工商)) 

5,060

千円

世界にはばたく人

材育成事業 

大学等と連携し国際競争力を身に付けたグローバ

ル・リーダーを育成するとともに、高校生の留学

を促進 

○スーパー・グローバル・ハイスクール事業 

三島北高校 

○高校生留学促進 

  短期留学 40 人、長期留学 10 人 

  高校生留学フェアの開催 

20,069

千円

参考資料２ 
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トップアスリート

派遣事業 
中学校の部活動にトップアスリートを派遣 

4,000

千円

外国語教育推進事

業 
外国人外国語指導講師（ＡＬＴ）招致 94 人 

464,153

千円

SPAC と協働した国

語教材の開発・活用

推進事業【新規】 

高校生のコミュニケーション能力や感性、情緒、

豊かな心等を育むための国語教材の作成と普及・

啓発 

― 

発達障害等の生徒

支援充実事業 

ＮＰＯ等の専門機関と連携して専門的な支援実施

○コミュニケーションスキル講座運営 

東中西３か所 

19,219

千円

生徒指導等推進事

業（高校） 

いじめや不登校等へのきめ細かな対応 

○スクールカウンセラーの配置 15 人 

○スクールソーシャルワーカーの配置 ２人 

○学校支援心理アドバイザーの配置 ７校 など 

17,335

千円

生徒指導等推進事

業費（小・中） 

いじめや不登校等へのきめ細かな対応 

○スクールカウンセラーの配置 122 人 

○スクールソーシャルワーカーの配置 24 人 

○外国人児童生徒相談員の配置 など 

245,828

千円

補習等のための指

導員等派遣事業 

【新規】 

地域の人材や大学生等を活用して、不登校生徒を

はじめ学習指導上の課題を抱える生徒等を支援 

○放課後学習等支援(長欠選抜校等） 15 校 

○定時制生徒学習支援       16 校 

○外国人生徒日本語学習等支援   ９校 

― 

学力向上推進事業 

○学び方支援非常勤講師の配置 207 人 

○学び方支援サポーターの配置 104 人 

○読書力向上アドバイザーの配置 など 

228,210

千円

高校生就職マッチ

ング支援事業 

民間のノウハウを活用した進路指導等 

求人開拓、就職マッチング支援 

委託先：㈱東海道シグマ 

― 

県とコンビニエン

スストアとの包括

協定に基づく取組 

商品開発やマーケティング等の学習 

23 年度から実施 

14 校

84 点応募

ジョブサポートテ

ィーチャー配置 
民間企業等の勤務経験者による就職指導等 ４校配置

こころざし育成セ

ミナー 
医学部進学を目指す生徒に対するセミナー等実施 

延べ61校

180 人参加

 

 

（２）学校独自の主な取組 

事業名 事業概要 H26 実績 

保育・介護体験実習 少子高齢化社会の課題や命の尊さを学習 全県立高校

高大連携 大学教授による講義等 
全日制 84 校

定時制４校
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高校等出張講座 

(社)ふじのくに地域・大学コンソーシアムと連携

し高度な学問への興味関心を高める 

27 年度：30 講座を予定 

― 

総合的な学習の時

間での活用 
学習内容に応じた外部人材による講演会等 
例：ネット社会のコミュニケーション、企業が若者に求める力 

小学校

223 人 

中学校 

255 人 

部活動の指導 部活動の指導に、地域の人材を活用 

文化の匠 

県立高校

59 校

スポーツ

エキスパ

ート派遣 

県立高校

58 校

特別支援

学校２校

学校行事での講師 
在り方・生き方、キャリア教育に関する講演会等 

例：企業人による講演会、職業講座 
― 

はごろも夢講座 

学問や芸術、スポーツなどの優れた専門家を招く

講演会 

27 年度：高校４校、特別支援学校３校で実施予定

小学校 22校

中学校 16校

高校 12 校 

特別支援学

校 11 校 

地域と連携した商

品開発 

地域活性化のため地域の企業等と連携し、地域特

産品のポスター等を制作 
― 

＊上記以外にも、学校経営予算等を活用して、様々な場面において学校独自に外部

人材を活用している。 

 

３ 外部人材を活用した取組（知事部局） 

事業名 事業概要 H26 実績 

ふじのくに留学生

親善大使事業 

毎年、県内の大学に在学する外国人留学生 20 名を

ふじのくに留学生親善大使に委嘱し、地域におけ

る国際交流事業（学校訪問含む。）への参加等を通

じて県民の国際理解を増進 

1,121

千円

多文化共生への架

け橋「世界の文化と

暮らし出前教室」 

次代を担う子供の多文化共生理解教育を推進する

ため、本県が雇用する国際交流員等外国人職員が、

県内小中学校・高校等へ出張し、母国の文化や暮

らしを紹介 

54 校

3,382 人

ふじのくに子ども

芸術大学 

第一線で活躍する芸術家との交流を通じ、優れた

文化芸術に出会い身近に親しむ機会を提供するた

め、県内の小中学生を対象とした個人参加の体

験・創造講座を実施 

13,000

千円
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静岡県文化出前講

座 

小・中学校、高等学校及び特別支援学校に講師を

派遣し、講話、体験学習等により、子どもたちの

芸術文化への関心を高める 

388 千円

大学間等連携推進

事業費助成（うち高

校等出張講座） 

大学等の教員が高等学校等へ出張し、静岡県をテ

ーマとした講義を行う事業に要する経費を助成 

（（公社）ふじのくに地域・大学コンソーシアムが

実施） 

12 件

14 講座

私立高校就職支援

事業費助成 

県内私立高校生への就職支援を目的に、就職支援

カウンセラーを私立高校に派遣する事業に助成 

（（公社）静岡県私学教育振興会が実施） 

3,000

千円

介護の未来ナビゲ

ーター派遣事業 

介護人材の確保が社会的な課題となっている中、

県内介護施設に従事し、介護の仕事の魅力を情報

発信できる若手介護職員を「介護の未来ナビゲー

ター」として委嘱し、その活動を通じて県民に対

して介護職への理解を促進するとともに、県内の

大学等への派遣などを通して、福祉分野への就業

を促進 

（㈱エイエイピーに委託） 

出前講座

６件

イベント

への出展

４件

ふじのくに健康増

進計画推進事業 

「しずおかのおかず」を活用し、子どもたちが食

に興味や関心を持つこと及び地域の伝統的な食

材、郷土料理や伝統料理等の食文化を伝承するこ

とを目的に調理実習を開催 

（県健康づくり食生活推進協議会に委託） 

56 回

1,351 人

生活衛生関係営業

衛生確保等指導事

業 

生活衛生営業の活性化や次代を担う若者に対して

生活衛生営業への理解と就業支援の促進のため、

地域参加型出前授業を実施 

（（公財）静岡県生活衛生営業指導センターが実

施） 

1,017

千円

工芸品展開催業務

等事務委託 

次世代を担う子どもたちに手仕事の素晴らしさを

伝えるために、浜松市内の小学４年生を対象とし

た伝統工芸品の製作体験教室を実施 

（静岡県郷土工芸品振興会に委託） 

４校

130 人
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域
で

開
催

さ
れ

る
「

人

づ
く

り
地

域
懇

談
会

」
に

お
い

て
、
県

が
委

嘱
し

た
「

人
づ

く
り

推
進

員
」
が

園
児

、
児

童
の

保
護

者
や

地
域

住
民

に
対

し
て

、
子

育

て
や

し
つ

け
等

に
関

す
る

助
言

や
啓

発
を

実
施

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
様

々
な

学
校

支

援
活

動
（

学
習

支
援

、
読

書
活

動

支
援

、
登

下
校

の
安

全
指

導
、

環

境
整

備
等

）
を

実
施

（
市

町
へ

の

補
助

事
業

）
（

H
20

事
業

開
始

）
 

担
当
課
 

社
会

教
育

課
 

ス
ポ

ー
ツ
振

興
課

・
高
校

教
育
課

 
総
合
教
育
課
 

社
会
教
育
課
 

H2
7
予

算
 

―
 

8
4
,
0
0
0
千

円
 

2
,
8
1
0
千

円
 

2
2
,
0
7
6
千

円
 

登
録
者
 

数
等
 

2
,
3
5
9
人

 

（
一

般
講

師
 

1
,
7
9
5
人

、
 

学
校

講
師

 
 

5
6
4
人

）
 

・
外

部
指

導
者

(ｽ
ﾎﾟ
ｰﾂ

ｴｷ
ｽﾊ

ﾟｰ
ﾄ)
17
5
人
 

・
文

化
の

匠
 

1
1
5
人

 

・
学

校
教

育
活

動
支

援
員

 
30

校
 

・
大

学
生

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
 

2
0
人

 

委
嘱

数
 

1
0
4
人

 
―

 

指
導

者
に

対
す

る
 

旅
費

・
 

報
償

費
等

 

原
則

無
償

 

（
た

だ
し

、
県

は
情

報
提

供
の

み

で
、
旅

費
・
報

償
費

等
は
当

事

者
間

で
交

渉
）

 

・
2
,
0
0
0
円

/
時

間
 

・
ｽﾎ

ﾟｰ
ﾂｴ

ｷｽ
ﾊﾟ

ｰﾄ
 

1
人

96
時
間
/年

 

・
文

化
の

匠
 

1
人

48
時

間
/年

 

年
間

活
動

費
 

推
進

員
一

人
当

た
り

 

1
5
,
0
0
0
円

 

原
則
無
償
 

（
た

だ
し

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
・
学

習
支
援
員
に
対
し
て
は
、

有
償

も
あ

り
）
 

実
績
等
 

(
H
2
6
)
新

た
な

問
い

合
わ

せ
2
5
人
 

（
う

ち
活

用
6
人

）
 

（
H
2
6
）

派
遣

人
数

 

1
2
2
人

 

（
H
2
6
）

懇
談

会
等

の
 

開
催

回
数

2
9
8
回

 

（
H
1
2
か

ら
の

累
計

実
績

）
 

3
,
7
9
9
回

 

（
H
2
6
）
（

静
岡
市

含
む

）
 

設
置

数
1
9
市

町
 

5
6
本

部
、

2
8
2
校

 

 

参
考
資
料
３
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本県の主な人材バンク関連事業 

 
（１）学びの「宝箱」 

  
１ 経 緯 

  平成 22 年度に国の緊急雇用創出事業の委託を受け（実績 4,541 千円）、各課（室）

が持つ人材情報をまとめ、インターネットを通じて学校等に情報提供し、「地域の

子どもは地域ではぐくむ」体制づくりの一助とするため、『学びの「宝箱」』として

インターネットサイトを開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 講師登録人数  2,359 人（一般講師 1,795 人、学校講師 564 人） 
 
３ 活用実績 

 H24 H25 H26 

情報提供人数 24 人 24 人 25 人

活用人数 1 人 5 人 6 人
 
４ 活用のための課題 

  学校や市町では、地域人材の情報を独自に持っていることが多く、『学びの「宝

箱」』を利用する機会が少ない。また、退職教員は、利用する学校側が、登録者の

人となりが分からず、依頼を躊躇する傾向がある。今後は、活用を促進する方策の

検討が必要である。 

集約 

県教育委員会社会教育課（ワンストップ窓口設置）

≪ 活 動 例 ≫ 

小・中学校、高校、特別支援学校で 
 

  授業や行事での指導・講師・補助 
・生徒に、郷土史について話す 
・理科の実験を補助 
・低学年や特別支援に関する支援員 
・放課後の補充学習での指導 
・産休や育休、特休で講師が必要 
  部活動指導 
・外部コーチとして部活動の指導 
  常勤・非常勤講師（要教員免許） 
・特別休暇等の先生の代わりの教員 

 地 域 で  
 

  公民館講座で、家庭教育の重要
性についての講話 

  市教委の事業で、レクリェーシ
ョン指導 

※ 退職教員以外には、県の読書
等の養成講座等の修了者、文化
協会や体育協会の関係者等が登
録しています。 

≪学びの「宝箱」とは？≫
『学びの「宝箱」』は、県と関わりのある方の人材情報を集約し、インターネッ

トを通じて、学校や各市町教育委員会等の教育関係機関に提供する地域人材バン

ク。学校や公民館、教育委員会事業等において、地域の方に活躍していただくこと

により、学校及び社会教育活動の今まで以上の多様化と充実を目指す。 

登録は、一般講師と学校講師の２種類。

学びの「宝箱」 

人
材 

 

人
材 

 

人
材 

人材情報人材情報人材情報

学校 学校 

公民館 教委 

活用 

活用 

活用 

活用 
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本県の主な人材バンク関連事業 

 
（２）しずおか型部活動推進事業 

 

１ 目  的 
部活動は専門的指導力を持った教員の不足や、顧問を希望する教員が減少する傾向

があるなど、生徒・保護者・地域のニーズに対応できない点が指摘された。そこで、
平成 21 年から 23 年にしずおか型部活動検討委員会を設置し、23 年度には部活動の
意義や部活動を推進するための体制整備の方策等がとりまとめられた。それを受けて
本事業は外部指導者の活用を推進するなど、部活動を取り巻く諸課題を改善し、一層
の部活動の活性化を図ることを目的としている。 

 

２ 事業概要                          （単位：千円） 

区 分 内        容 
予算額

()内 H26

運動・文化部活動の専門的技能を持った地域指導者等
を、県立高校・特別支援学校等に派遣する。 

「スポーツエキスパート」
派遣事業(運動部) 

H26：75名 → H27：175名

「文化の匠」派遣事業 
(文化部) 

H26：27名 → H27：115名

大学生による部活動支援 
ボランティア事業 

H26：20名 → H27：20名 

外部指導者研修 年１回開催 

外部指導者派遣

大学生等による部活動支援
ボランティア連絡協議会 

年１回開催 

47,163

(10,119)

運動・文化部活動の専門的技能を持つ高等学校普通免
許状所有者を、非常勤職員として任用し、県立高校に配
置する。 

学校教育活動支
援員配置事業 

配置校数 H26：15校 → H27：30校 

16,670

(8,116)

中学校と高等学校が連携して運動部活動指導の経験が
浅い教員を対象に、高校の指導者等による一貫指導を踏
まえた指導者研修を行う。 

中高連携運動部
活動顧問研修 

研修会開催数 ８地区×１種目 

167

(165)

運動部活動指導
の工夫・改善支
援事業 

実践校において運動部活動の指導体制及び効果的な指
導方法について実践研究を行う。また、外部指導者を活
用すること等により、学校教育の一環として適切な活動
を行うための支援体制を構築し、運動部活動の適切かつ
円滑な運営、指導について研究し、成果を広く県内に普
及する。 
・運動部活動推進委員会の開催 
・外部指導者コーディネーターの配置 
・外部指導者データバンクの作成 
・実践校による効果的・効率的な運動部活動の取り組み
についての研究 

20,000

(20,000)

計 
84,000

(38,400)
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本県の主な人材バンク関連事業 

 
（３）人づくり推進員活動事業 

 

 

１ 目 的 

  人づくり推進員による家庭や地域における人づくりへの助言等を通じて、県民自

らが行う人づくりの実践活動の促進を図り｢有徳の人｣づくりを推進する。 

 

 

２ 平成27年度事業概要                     (単位：千円) 

項 目 内        容 ○26当初 ○27当初

人づくり 

推進員活動 

○学校や地域で開催される「人づくり地域懇談会」にお

いて、県が委嘱した「人づくり推進員」が園児、児童

の保護者や地域住民に対して、子育てやしつけ等に関

する助言や啓発を行う。 

人づくり地域懇談会

H27計画 300回 

(H26実績 298回) 

(H12からの累計実績3,799回) 

人づくり推進員 委嘱数 104名 

○「人づくりハンドブック」を作成、配布する。 

○人づくり推進員や関連ＮＰＯ団体等を対象にした研

修会を開催する。 

○複数の人づくり推進員や、人づくりに関連した団体等

が連携した取組を行う「人づくり地域協議会」を、各

地域で自主的に開催するための働きかけを行う。 

3,000 2,810

 

 

３ これまでの経緯 

項  目 内     容 

｢人づくり百年の計委員

会｣提言（平成11年10月）

｢意味ある人｣をつくるために、家庭・学校・社会が教育

空間として機能し合うことを提言 

※この提言を受け、平成12年度に人づくり推進員を設置 

｢創知協働 人づくり推進

県民会議｣報告書（平成18

年３月） 

静岡県の人づくりの方向性と実践方策をまとめたうえ、

｢実践方策を具体化し、人づくりを県民運動に高めていく

べき｣との提言 

 

11



 

本県の主な人材バンク関連事業 

 
（４）「学校支援地域本部」推進事業 

（国庫補助事業 学校・家庭・地域の連携協力推進事業） 
 

１ 概 要  
学校・家庭・地域が連携し、地域ぐるみで子どもを育てる体制を整えるために、

学校の教育活動を支援する仕組み（学校支援地域本部）をつくり、学校と地域を
つなぐコーディネーターが中心となり、地域との橋渡し役を担い、地域ボランテ
ィアによる様々な学校支援活動を実施する。 

  コーディネーターは、学校からの様々な要請に応えるために、地域のネットワ
ークを活用して、支援活動に適したボランティア等を調整している。 

２ 学校支援地域本部のイメージ 

 
３ 平成27年度の実施予定（全県 19市町99本部315校） 

学  校 学  校 
市町名 

本

部 小学校 中学校 高校・特支 計 
市町名 

本

部 小学校 中学校 高校・特支 計 

三島市 17 10 7 17 掛川市 9 22 9 2 32

富士宮市 7 4 3 7 藤枝市 1 17 10 27

富士市 27 27     27 御前崎市 2 5 2 7

裾野市 8 6 4 10 菊川市 1 9 3 12

東伊豆町 1 3 3 牧之原市 1 9 2 11

松崎町 1 1 1 袋井市 2 2  2

函南町 1 5 2 7 湖西市 1 2 1 3

清水町 5 3 2   5 計 87 133 51 2 186

長泉町 1 3 2 5 静岡市 12 86 43 129

小山町 1 5 3 8

島田市 1 1 1
全県計 99 219 94 2 315

◇ 他に幼稚園・保育所等45園  ※ 浜松市は実施していない。 

12



他
都
府
県
の
人
材
バ
ン
ク
の
主
な
事
例
 

名
 

 
称

 
教

育
庁

人
材

バ
ン
ク

 

（
東

京
都
）

 

か
な

が
わ
ハ

イ
ス
ク

ー
ル
人
材

バ
ン

ク
 

（
神

奈
川
県

）
 

大
阪

府
学
校

支
援
人

材
バ
ン
ク

 

（
大

阪
府
）

 

運
営

主
体

 
公

益
社

団
法

人
東
京

都
教
職
員

互
助

会
 

神
奈

川
県
教

育
局
指

導
部
高
校

教
育

課
 

大
阪

府
教
育

セ
ン
タ

ー
 

支
援

内
容

 
(
1
)
 
学

習
指

導
 

(
2
)
 
部

活
動

指
導

 

(
1
)
 
特
別
講

師
 

単
発

的
に
授

業
等
で

指
導

 

(
2
)
 
学
校
支

援
ス
タ

ッ
フ

 

単
発

的
又

は
継

続
的

に
教

科
指

導
や

教
育

の
一

環
と
し

て
行
う

活
動
を
支

援
 

(
3
)
 
サ
ポ
ー

ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー

 

非
常

勤
職
員

と
し
て

、
教

科
指

導
や

教
育

の

一
環

と
し
て

行
う
活

動
を
支
援

 

(
1
)
 
学

校
支

援
社
会

人
等
指
導

者
 

 
随

時
又
は

短
期
間

、
授

業
・
部

活
動

等
を
支

援
 

(
2
)
 
特

別
非

常
勤
講

師
 

 
１

年
間
又

は
各
学

期
、
教
科
・
科
目

の
授
業

を
担

当
 

(
3
)
 
特

別
講

師
 

 
随

時
、
特

別
講
義

等
を
実
施

 

対
 
象

 
校

 
都

内
の

公
立

学
校
（

小
学
校
、
中

学
校
、
中

等

教
育

学
校
、

高
等
学

校
及
び
特

別
支

援
学

校
）
 

県
立

高
等
学

校
及
び

中
等
教
育

学
校

 
(
1
)
(
2
)
府
内

の
公
立

学
校
（
小
学

校
、
中

学
校

、

高
等

学
校
及

び
養
護

教
育
諸
学

校
）

 

(
3
)
 
府

内
の

公
立
高

等
学
校
 

登
録

条
件

 
次

の
す

べ
て

の
条
件

を
満
た
す

方
 

・
営
利

目
的

で
な
く

、
政
治
的
・
宗

教
的

中
立

性
を

保
ち
活

動
で
き

る
方

 

・
法
令

を
遵

守
し

、
学

校
教

育
に

対
す

る
理

解
・
熱

意
を

持
ち
、
か

つ
学
校

長
の

経
営

方

針
に

沿
っ
て

活
動
で

き
る
方
 

次
の

す
べ
て

の
条
件

を
満
た
す

方
 

・
学

校
教
育

活
動
に

つ
い
て
の
理

解
と
熱

意
を

持
ち

、
自

ら
が
持

つ
免
許

や
資

格
、
あ

る
い

は
そ

れ
に
類

す
る
豊

か
な
知
識
・
技

能
・
技

術
・
経
験
等

を
学
校

教
育
現
場

に
積

極
的

に

役
立

て
よ
う

と
す
る

意
欲
が
あ

る
方

 

・
満

20
歳
以

上
で
あ

る
方
 

・
神
奈

川
県

内
又

は
近
隣

都
県

に
在

住
、
在
勤

で
あ

る
方

 

・
政

治
、
宗

教
及
び

営
利
活
動

を
目

的
と

し
な

い
方

 

優
れ

た
知
識

や
技
能

を
有
し
、
か

つ
、
公

立
学

校
の

教
育

活
動

に
携

わ
る

に
ふ

さ
わ

し
い

熱

意
及

び
識
見

を
有
す

る
者
で
、
公

的
団
体

そ
の

他
の

府
教

育
委

員
会

が
適

当
と

認
め

る
団

体

か
ら

の
推
薦

を
受
け

た
も
の
 

登
録

期
間

 
登

録
し

た
年

度
末
ま

で
 

（
申

出
が
な

け
れ
ば

１
年
毎
に

自
動

更
新

）
 

登
録

し
た
年
度

の
４

月
１

日
か

ら
起

算
し

て

３
年

間
 

登
録

し
た
年
度

の
４

月
１

日
か

ら
起

算
し

て

３
年

間
 

報
 
酬

 
等

 
(
1
)
(
2
)
支
給

な
し

 

（
た

だ
し

、
学
校

か
ら
交

通
費

、
材
料

費
等
の

実
費

が
支
給

さ
れ
る

場
合
あ
り

）
 

(
1
)
(
2
)謝

礼
等

は
学

校
と
協
議

し
て

決
定

 

(
3
)
 
非
常
勤

職
員
と

し
て
雇
用

 

(
1
)
(
2
)
(
3
)
交

通
費

相
当

の
謝

礼
又

は
報

酬
を

支
給

 

登
録

者
数

 
7
3
1
人

（
H2
7
.
4
.
1
公

表
者
数

の
み

）
 

H
2
7
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NO 　　種　　　　目 元年度 合計 26年度 男女合同 合計 元－26増減 元－26比率

男 219 133

女 269 248

男 218 160

女 228 175

男 124 4

女 0 4

男 267 4

女 273 7

男 228 217

女 242 229

男 177 114

女 0 6

男 6 2

女 6 2

8 ソフトボール 女 158 158 96 3 99 -59 62.7%

9 野球 男 237 237 237 0 237 0 100.0%

男 198 185

女 232 217

男 182 5

女 170 4

男 30 0

女 79 9

男 0 0

女 0 10

男 10 4

女 24 11

15 相撲 15 15 1 0 1 -14 6.7%

男 164 0

女 158 1

17 スキー 0 0 0 0 0 0 0.0%

18 スケート 0 0 0 0 0 0 0.0%

19 駅伝 54 54

総計 3914 3914 2085 625 2764 -525 70.6%

運動部加入者数 -52,005 58.9%

中学校在籍者数 -61,021 63.4%

40.9%

-50

-81

66

-26

-66

1212

-16

74

166,829 105,808

126,591 74,586

県内中学校体育連盟種目別加盟校数比較

29

67

-23

31

-75

13

404

166

192

447

208

79

0

34

164

12

430

182

-97

1

4

2

157

2

14

124

273

470

177

バドミントン

水泳

-5

1

39

66

181

1

88

ソフトテニス

剣道

体操競技

新体操13

14

16

バレーボール

卓球

柔道

陸上競技

バスケットボール

サッカー

ハンドボール7

10

11

12

3

4

5

6

1

2

488

446

382

374

-106

-72

78.3%

83.9%

59.7%

70.3%

95.1%

117.5%

41.7%

94.0%

91.2%

16.5%

85.3%

参考資料５
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NO 　　種　　　　目 元年度 合計 26年度 合計 元－26増減 元－26比率

男 111 120

女 123 114

男 23 6

女 36 8

男 3 3

女 28 12

男 78 67

女 82 64

男 2 2

女 1 2

男 2 6

女 1 0

男 109 115

女 124 107

男 107 79

女 129 108

男 110 111

女 105 93

男 51 37

女 66 40

男 29 26

女 24 16

男 103 121

女 0 18

男 14 12

女 0 0

男 24 39

女 45 56

男 8 4

女 49 31

男 7 5

女 0 0

男 109 64

女 66 40

男 0 1

女 0 1

-16

-29

26

-2

-71

133.3%

200.0%

-11 95.3%222

69

104

2

5

県内高等学校体育連盟種目別加盟校数比較

95

35

-49

-22

1

3

15

131

4

6

2

バドミントン

160

3

3

233

57

7

175

0

柔道14

スキー15

陸上競技

体操

新体操

競泳

飛込

水球

バスケットボール4

11

12

13

5

6

8

7

9

10

1 234

59

2

31

234

14

0

-45

100.0%

23.7%

48.4%

81.9%

61.4%

79.2%

65.8%

135.0%

新種目

バレーボール 236 187

94.9%

ソフトテニス 117

ソフトボール

相撲

79.2%

-11204

-11

77 -40

4253

12

卓球 215

103

ハンドボール

139

-2 85.7%

サッカー

ラグビー 14

71.4%

137.7%

36

59.4%

3

参考資料６
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男 3 0

女 4 0

男 13 10

女 6 9

男 113 97

女 110 80

男 11 9

女 0 0

男 52 63

女 58 64

男 76 92

女 83 93

男 54 26

女 32 14

男 8 6

女 0 0

男 2 3

女 0 0

男 3 5

女 2 1

男 5 1

女 0 0

男 6 2

女 3 2

男 5 6

女 5 4

男 9 16

女 9 16

男 11 12

女 10 8

男 0 0

女 0 2

男 0 2

女 0 2

男 0 6

女 0 4

総計 2462 2462 2183 2183 -279 88.7%

運動部加入者数 -51,315 44.4%

在籍者数 -66,803 59.4%

116.4%

164,374 97,571

92,320 41,005

185テニス21

0.0%

100.0%

16 スケート 7

17 ボート 19 19

剣道 223

0 -7

177 -46

0

弓道 110

79.4%

19 レスリング 11 9 -2 81.8%

18

40 -46

115.5%

33 少林寺拳法 0 10 10 新種目

20 127 17

26159

46.5%

23 自転車競技 8 6 -2 75.0%

22 登山 86

1

1 -4

150.0%

6 1 120.0%

26 ウエイトリフティング 5

3

25 ホッケー 5

24 ボクシング 2

28 フェンシング 10

20.0%

27 ヨット 9 4 -5 44.4%

32 カヌー 0

29 空手道 18

95.2%

31 なぎなた 0

100.0%

32 14 177.8%

4 4 新種目

新種目2 2

30 アーチェリー 21 20 -1

10 0
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磐田第一 城山 向陽 神明 南部 福田 竜洋 豊田 豊田南 豊岡 計

野球 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

サッカー ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

陸上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - 7

柔道 ○ ○ - - ○ - - - - - 3

剣道 ○ ○ - - ○ - - - - ○ 4

バレー男 - ○ - ○ - - - ○ - - 3

バレー女 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

卓球男 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ - ○ ○ 8

卓球女 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

テニス男 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

テニス女 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

バスケ男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 9

バスケ女 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ 9

ソフトボール - ○ - - - - - - ○ - 2

水泳 ○ ○ - - - ○ ○ ○ - - 5

外部コーチ 2 1 2 3 2 2 2 1 3 3 21

吹奏楽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

美術 ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ - - 6

ボランティア ○ - - ○ ○ - - - - - 3

合唱 - ○ - - - - - - - - 1

書道 - ○ - - - - - - - - 1

手芸 - ○ - - - - - - - - 1

園芸 - ○ ○ - - - ○ - - - 3

ＰＣ - ○ - ○ - - - - - - 2

その他 - チャレンジ - - 報道 弦楽 - 総合文化 和太鼓 4

外部コーチ 7 5 0 8 0 10 3 3 0 8 44

部活動設置数 16 23 9 13 14 14 15 12 12 11 139

全校生徒数（人） 488 838 226 385 516 515 498 374 441 279 4,560

加入率(%) 90 93 76 80 85 85 90 83 87 91 86

・サッカー　・野球　・新体操　・水泳　・剣道　・相撲　・体操　・ダンス　・空手　・水球　・柔道

・ソフトボール　・バトン　・合気道　・フィギュアスケート　・クライミング　・陸上　・硬式テニス　

磐田市内にあるクラブチーム等

計

磐田市内公立中学校　部活動等設置数調べ

運
動
部

文
化
部

（H27.2月現在）

 すべての学校が希望加入制。*平成27年４月から神明中にサッカー部設置予定。

参考資料７
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磐田北 磐田南 磐田東 磐田西 磐田農 計

陸上 ○ ○ ○ ○ ○ 5

水泳（競泳） ○ ○ ○ ○ 4

水泳（飛込） 0

水泳（水球） ○ ○ 2

バレー男 ○ ○ ○ ○ 4

バレー女 ○ ○ ○ ○ ○ 5

バスケ男 ○ ○ ○ ○ ○ 5

バスケ女 ○ ○ ○ ○ ○ 5

ソフトテニス男 0

ソフトテニス女 ○ 1

サッカー男 ○ ○ ○ ○ ○ 5

サッカー女 ○ ○ 2

テニス男 ○ ○ ○ ○ ○ 5

テニス女 ○ ○ ○ ○ 4

体操（競技） 0

体操（新体操） ○ 1

卓球男 ○ ○ ○ ○ ○ 5

卓球女 ○ ○ ○ ○ 4

ラグビー男 0

ラグビー女 0

ハンドボール男 0

ハンドボール女 0

軟式野球 0

硬式野球 ○ ○ ○ ○ ○ 5

ソフトボール男 0

ソフトボール女 ○ 1

バドミントン男 ○ 1

バドミントン女 ○ ○ ○ 3

剣道男 ○ ○ ○ ○ ○ 5

剣道女 ○ ○ ○ ○ ○ 5

柔道男 ○ 1

柔道女 0

弓道男 ○ ○ 2

弓道女 ○ ○ ○ 3

登山 ○ 1

トランポリン ○ 1

フェンシング ○ 1

外部コーチ 0 8 0 15 0 23

部活動設置数 16 20 20 15 15 86

全校生徒数（人） 766 989 740 751 600 3,846

加入率(%) 48 56 65 49 50 53.6

磐田市内高等学校　部活動等設置数調べ（運動部）

平成27年８月調べ

運
動
部

計

参考資料８
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磐田北 磐田南 磐田東 磐田西 磐田農 計

簿記・珠算 ○ 1

ワープロ ○ 1

情報処理 ○ 1

美術 ○ ○ ○ ○ ○ 5

書道 ○ ○ ○ 3

家庭 ○ ○ 2

演劇 ○ ○ ○ 3

音楽 ○ ○ 3

科学・自然科学 ○ ○ ○ ○ 4

茶道・華道 ○ ○ ○ ○ 4

ダンス ○ ○ 2

筝曲 ○ ○ 2

生活文化 ○ 1

吹奏楽 ○ ○ ○ ○ 4

ギター ○ ○ 1

パソコン ○ ○ 2

写真 ○ ○ ○ ○ 2

英語 ○ ○ 2

地学 ○ 1

生物 ○ 1

外語・文学 1

音楽鑑賞 ○ 1

ビジュアル 1

弦楽合奏 ○ 1

ロボット競技 1

児童文化研究 ○ 1

調理 ○ 1

囲碁・将棋 ○ ○ ○ 2

文芸 ○ 1

園芸 ○ 2

社会 ○ 1

漫画 ○ 1

食品研究 ○ 1

流通研究 ○ 1

合唱 ○

その他（農業系） ○

その他（競技系） ○

部活動設置数 12 14 16 11 13 66

全校生徒数（人） 766 989 740 751 600 3,846

加入率(%) 49.3 41.9 28.0 41.8 43 40.8

平成27年８月調べ

文
化
部

※磐田北・磐田東は茶道部と華道部がそれぞれある。また、磐田東は囲碁部と将棋部が別々にある。

磐田市内高等学校　部活動等設置数調べ（文化部）

計
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